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はじめに

・様々なトピックに関する問題回避、あるいは行動
に関する未知のアイディアについて情報を求め
るため検索エンジンを利用する

↓しかし…

「意外」なキーワードを入力する必要が多々ある

（こうしたキーワードはユーザの「意識に昇っていない」）

↓

システム側から提示する必要がある



鳥式改

・キーワードの想起を支援するための検索ディ
レクトリ

・ユーザが最初に入力したキーワードに対して、
関連語を意外なものまで提示し、検索に利用
できる



鳥式改の特徴(1)

①現在180万語という大量のトピックをカバーし
ている

-Web文書に自然言語処理を適用することで
自動生成されている

②いくつかの意味的カテゴリに属する関連語の
みを提示する

-価値ある情報を効率よく検索できるようにす
るため



鳥式改の特徴(2)

③トピックの上位概念の名称を自動的に獲得し、
大量に保持している

-広範な関連語を提示するため

例：

トピック「東京大学」に対する「大学」

④単に関連語を提示するだけではなく、関連相
互の関係性も提示できる



鳥式改の特徴(3)



類似表現の関係とアナロジー（１）



類似表現の関係とアナロジー(2)



因果関係

・関連語に関係して、自動獲得した因果関係を
表示することも可能



今後の展開

・より多様な意味的関係をWebより抽出して、

鳥式改を巨大なネットワークとし、対話システ
ムなどのバックエンドとして活用して、ユーザ
のおかれている文脈を考慮して適切なアドバ
イスをするといったシステムを開発することを
考えている


